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　河川が氾濫した場合の
「浸水する範囲（浸水域）」
と「浸水の深さ（浸水深）」
を示しています。

指定緊急避難場所、指定避難所の一覧は以下のとおり。

※▲印の指定避難所は、台風等の災害の危険性を判断し、状況により開設します。▲

町内の避難所について▶

小竹北小学校
小竹東住民センター
小竹中学校
小竹町中央公民館
児童体育館
町民体育館
総合福祉センター
小竹南小学校
小竹こども園
七福コミュニティセンター
福岡県立小竹高等技術専門校
新多コミュニティセンター
小竹西小学校

御徳1375番地
御徳1783番地1
御徳656番地
勝野1757番地
勝野1757番地1
勝野1757番地7
勝野3362番地
勝野3540番地
勝野2746番地1
勝野2837番地1
新多514番地2
新多398番地1
新多466番地1
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指定避難所

総合運動公園
七福町民グラウンド

勝野1757番地
勝野3959番地
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大雨・洪水施設名 所在地（大字番地）番号 土砂災害 地震
指定緊急避難場所

　土石流とは、大雨などが原因で山や谷の土・石・砂などが崩れ、
水とまじってどろどろになり、一気に流れ出てくる現象です。破壊
力が大きく、速度も速いので、大きな被害をもたらします。
　急傾斜地の崩壊とは、急な斜面が突然崩れ落ちる現象です。
大量の雨が斜面にしみ込んだり、地震の揺れが原因で発生します。
大量の土砂が突然崩れ落ちてくるため、逃げ遅れる危険性があり
ます。

　想定最大規模のシミュレーションをもとに、「家屋倒壊等」をも
たらすような氾濫の発生が予想される区域を示したものです。
　この区域は、「氾濫流」と「河岸侵食」の2種類があり、この区域
の範囲は、早期の立ち退き避難が必要です！　

特別警戒区域
（土石流）

警戒区域
（土石流）

特別警戒区域
（急傾斜地の崩壊）

警戒区域
（急傾斜地の崩壊）

学校の体育館や公民館など、被災者を受け入れて
一定の期間生活する施設

災害が発生し、または発生するおそれがある場合に
その危険から逃れるための避難地
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指 定 避 難 所

指定緊急避難場所

▶ 洪水浸水想定区域

▶ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

▶ 家屋倒壊等氾濫想定区域

　ペットホテルや預かって頂ける安全な知人宅
など日頃から預け先などを準備・確認しておき
ましょう。

▶ ペットの避難について

　車中泊を行う際、長時間にわたり足を動かさ
ず同じ姿勢でいるとエコノミークラス症候群に
なるおそれがあります。予防対策を事前に確認
しておきましょう！
【予防対策】
● 同じ姿勢で長時間過ごさない。
● 車内で寝る際は、できるだけ足を下げて寝ない。
● 1時間に1回程度、血流促進の運動や工夫を行う。
● こまめな水分補給を心がける。
● ゆったりとした衣類を着用する。

▶ 車中泊避難における注意事項

「氾濫流」による家屋倒壊等
氾濫した洪水の流速が速く、
木造家屋が倒壊するおそれ
のある区域

「河岸侵食」による家屋倒壊等
洪水時の河岸侵食（洪水の勢いにより地面が削り取られる
現象）により、木造・非木造家屋が倒壊するおそれのある区域
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ハザードマップの見方


